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1エネ総研，2JAEA 
SAMPSON コードを用いた放射性核種（RN）の短期的挙動解析の不確かさを低減するため、解析で用いる物

理モデルのパラメータ・熱水力条件依存性について感度評価を実施した。 
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1. 緒言 

エネ総研では SAMPSON コードを用いて、放射性核種の短期的（事故発生後 1 週間程度）および長期的（デ

ブリ取り出し開始まで）挙動を評価している。本研究では短期的挙動解析において、解析結果にどの程度の

不確かさが存在するか、熱水力挙動や解析モデルに着目し、詳細解析実施前にあらかじめ評価する。 

2. 解析結果の不確かさについて 

2-1. 熱水力挙動の問題 

事故時の熱水力挙動は RN 移行挙動の解析結果の不確かさに影響を与えることが過去の解析より判明して

おり、RPV/PCV 圧力、水素発生量、圧力抑制プール水温などの影響を定量的に評価する。 

2-2. 解析モデルの問題 

燃料からの RN 放出や圧力抑制プールにおけるスクラビングモデルなどが解析結果の不確かさに影響を与

えることが判明しており、各モデルパラメータ・熱水力条件の影響を定量的に評価する。 

3. 解析モデルの不確かさ評価例 

1F2 で最もスクラビングが影響すると考えられ

る RPV 圧力第 1 ピーク[1]において、スクラビン

グモデルの不確かさを評価した。SAMPSON のス

クラビングモデルは Kaneko らの実験相関式[2]に

基づいている。水温と水蒸気割合は解析結果の不

確かさに与える影響が大きく、表 1 に示すケース

で粒子径に対して感度評価を実施し、各粒子径で

数倍程度の不確かさが存在していることを確認した（図 1）。 

表 1 各粒子径に対する DF に影響を及ぼす熱水力条件の感度評価 

 Case1 Case2 Case3 Case4 Case5 Case6 Case7 Case8 Case9 

S/C 水温 (K) 380 380 380 400 400 400 420 420 420 

水蒸気割合(Vol. %) 20 50 80 20 50 80 20 50 80 
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図 1 スクラビングモデルの感度評価 
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